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- I T S と S C M -

1 . は じ めに

I T の 利用方法は , 時間軸の 中で大きく変化 して きて い る ｡ 1 9 93 年 の

M O Z I C ( ブ ラ ウザ
ー ) の 開発以来, 情報 の リ ンク ¢ 機能の リ ンク ¢ プ ロ

セ ス の リ ン クと
, 新 し い利用方法が付 け加わりイ ンタ ー ネ ッ ト は変化 し

てきた ｡ イ ン タ ー

ネ ッ トの 進化と産業界の 分業構造の変化は
,
パ ラ レ ル

に進行 して きた ｡ こ の 時代区分を正確に行うこ とが現代企業を分析する

た め の 金曜の課題である｡

ト ヨ タ の 情報事業企画部主査の 黒岩 恵氏は
,
C O M A ( 中部経営情報

化協会) の パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の基調講演で図 ト2 の ように日本政
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荏 : イ ン ターネ ッ ト の
Ij '
a 化と とも に 妊~菜柵 道 も 変 化し て き た の で ある か ら . l

p

ン

ク ー ネ ッ トe ) .[ , で白引3りさ れ て い る技 術 の ト レ- ス が 必 輩 に な る

図 I11 イ ン タ
ー ネ ッ ト の 機能変化

府の 高度情報化施策
■■

を示し て い る.
そ の 時 の パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン は
.

｢
1
r F

中部地方の 製造業の I T 化 の 課 軌 ( ト ヨ タl1 動申倒笥鞘企両

事業部 黒岩 患部長) : 2
『製造業 の IT 化を ベ ン ダ

ー

の 17
_場
か ら考え

る
`巨｣ と い う構成で あ っ た_

l T三重大学人文学部 渡逮 明. 1] 本電気(杓

足 立泰之 製造営業部昆 S A P ジ ャ パ ン(粗 野呂良材名
~
r
l-
l
J 屋支杜長. (棉

ク ラ ス テ ク ノ ロ ジ ー

和洋功所長がJ_
Ll 摩 し て .

I T 戦略会議の 委員を務

め H 本の 情報化政策を作 っ て きたト ヨ タ の 張社長 (当時) の
｢ 軌駄をそ
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; 度情報化施策

の ままに した日動化は無風込み の 自動化に な る ビ ジネ ス . プ ロ セ ス を

きちん と し て I T を導入す る こ とに其の 意義がある｣ ( 情報技術と経営戦

略会議) と述 べ て い る こ とを問題蓬誠にすえて パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

を お こ なうと言うもの で あ っ た ｡
.

ト ヨ タ の情報化は . 張社長の こ の 考え方の 下 に意識の 改善 一 作業改善

- 設備改善 ( I T の 導人) の 順 で 改善が進め られ て きたと黒岩氏は. 分析

し て い る ,

_
･ 黒7]

･

氏 は .

｢ 『先ずは仕紐改善, 設備 ( I T を含む) 番人は最後

に!! 』 が T P S ( T () y o t a P r o d u c ti o n S y s t e m ) の 基本 で ある｣ と述 べ て い

る
′

｢
T P S の 赴本は 人｡ l 人は最大の 経営資胤 自律分散の 斌祇

.

シ ス テ

ム の 考え の トで T P S が確立 され て きた o I T 化 の 前 に やる こ とがある ｡

人 の こ と .
す な わち組織, 仕ヨ‡の 進め 九 ビジネス

･ プ ロ セ スも改善を

や っ て から I T 化を行うが大切で ある｣ とも述 べ て い る ｡ .

ク ラ ス テ ク ノ ロ ジ ー の 和洋氏も
｢ 現場が混乱して い る企業で は . 部品

供給などを情報処理の 問題 ととらえきれて い な い と こ ろ が少なくな い.｡

例えば , 多品種少量牛産の ため に部品表 ( B O M ) チ
-

夕 が 肥大化し て 管

理 で きなくな っ て い る ケ ー ス がある ｡ こ れ が /+L
T
産 ラ イ ン の 仲川

･

. . さ ら に

は生産担当者の
_
L
･

気低下 や ス キ ル 低~卜に つ なが っ て い る L
. もの づくりを

(1 5 5 )



論 説

キ ッ チ l) と情報処坪の 立場か らとらえ直す必要がある｣ と パ ネ ル デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン で B O M の 重要性 に言及して い る o 後述するよう に I B C S

( I B M コ ン ピ ュ
ー

タ
･ サ ー ビ ス) の 東氏も同様な指摘をして い る ｡

T P S を基本に 開発と販売の シ ス テ ム が 三倍
一

体 の 活動と して お こ な

われ て い ると こ ろ に ト ヨ タ生産方式の 本質が ある｡ T P S を理解する場

令 . 図 1-4 は 興味ある事実を示して い る Lつ プ ロ セ ス を変化させ る こ と で

プ ロ ダ ク トを変えなくて も原価低減が もた らされ る こ と になる ( , し か

.
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･ 阜 a) 排ガス 低温と 燃受の 向上 ( プロダクト)
･

複積聖軽済 ､ 滞環畢生産シス テム( プロセA )

2. グロ
ー

J ( ル 競争で の 勝ち残り

< 原価 佐 波活 動 >

プロダクト
プラットフォ ー ム の 共有化

部品の モ ジュ ール 化
部品の共通化

自前主鎧

ムダの排 徐

設計 から 販売まですべ てを巻込む
m 惰磁縫絢 J を降任 する

部品サプライヤーと一体になる

固 卜4 ト ヨ タ の 経 営 に お ける去⊆本認識
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セ ン サ ー ネ ッ トの 展開と I T S (I n t elli g e n t T r a n s p o rt S y st e m s)

作 乗改 # 宗ち
L

F > 価 ,
I
"
I
, の )t･ 油化 f1

=
栗改幕 臣指 > 7

'

ラ ッ ト フ ナ- ム の )t-油化 作業IL5: 器 監L
l

.

l

l > モ ジ ュール 化 監 ,

LD

r >

操舵 の 蛮化--｣ ト構造の 史化 + t I 離 の 変化---｣ 相 通 u) 変化 > 帝熊の 変化 → 熊 ,7i の 蛮(ヒ >

図 1-5 機能 の 変化と構造 の 変化

し,
プ ロ セ ス の 変化だ けで は限界が来る｡ そうするとプ ロ ダク トを変化

させ て プ ロ セ ス の変化を追及 して い く こと になる ｡

プ ロ セ ス の 変化 い わ ゆる ｢ 機能の 変化｣ と プ ロ ダク ト の変化 い わゆる

｢
構造 の 変化

` 2)

｣ を意識的に使 い 分けて い た と見た方が ト ヨ タ生産方式

を:lf
:
_ 確 に理解 できる o

2 . T D S の展 開か ら見た トヨ タ生産方式の 変化

I T 化 の進展は, T D S ( T o y ot a D e v elo p m e n t S y st e m ) と T M S ( T o y ot a

M a r k e ti n g S y s t e m ) の 部分を大きく変化 させ て くる ｡ T D S に お い て は

製品開発ス ピ
ー

ドを上 げる こと ,
T M S にお い て は販売の ス ピ

ー

ドを上

げる こ とが I T 技術を使 っ て徹底的に行われ る｡ T D S と T M S の 部分は

ス マ イ ル ･ カ ー ブ
う〕

に 示され るように付加価値が 高 い 分野で ある . しか

ち,
こ の 2 つ の 部分で 使う コ ン ピ ュ ー タ の 値段 は急速に下が っ て おり,

固定費を大きくするもの で は なか っ た｡ こ れ に引き換え T P S は ,
ス マ

イ ル ･ カ ー ブ に示される よう に付加価値の低 い 部分の 改良を追求する｡

N C 工 作機械 の値段 は さほ ど下が らな い ため に,
こ の 部分の 工作機械の

導入は , 固定費を高く し, ひ い て は損益分岐点を非常に高くするもの で

ある ｡ そ の た め, ト ヨ タ生 産方式, 特 に T P S
" )

で は , 付帯 の作業を減ら

して ,
メ イ ン の 作業の レ ベ ル を上 げる ことを目指さ ざるをえな い

√5)

｡ 変

なス タイ ル で作業をや ると 品質が悪くなる ｡ そ こ で作業を分解 し, 点数

化 して 作業を安定化させ る こ とを目指 して い る ｡ 黒岩氏の 言葉を借りれ

ば
, JI T と 自働化を基本とする T P S で は

｢ 改善なければ , 改革な し｣ と

(15 7)



論 説

｢
園2-l ト ヨ タ の 全社的 T Q M

言う こ とになる L

T D S を推進する デ ジ タ ル
.

エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 進歩はすばら し い も

の があ る｡: D A ( D i g it a l A s s e m bl y ) が 実用的に な っ た の は. C A D / C A M .

c A E の レ ベ ル が大きく_
1二が っ た た め で ある ,

J 多くの 企業の ヒ ア T) ン グ

で は. 特 に 19 9 2
-

1 9 9 3 年頃 の C A E の 発達が持 つ 意味は大きか っ たと

7(l r†7 =rL =汁l山

｢

( 1 5 8 )

◆ ･

･ 浦
l = 二〉 1-

･r

図 2-2 C 八E の 位置付け の 変化



セ ン サ ーネL / 卜の七引圭ipJ とr T S ( IllL ビ11ig ビn t T r とI n S P ( ) r† S r sl t
･

m S )

言わ れる/_
: C A E の 進 '如 こ より. 衡魚 雷, 凝#JTm ニ関 し て 事前評fI"i が吋能

に な -

' た
,
. 例えば. ト ヨ タ車体の C A E は . 衝免 171 . 振動を コ ン ピ ュ

ー

タ で 分析する こと に なる L, サ イ マ ル テ ー

ニ ア ス
･

エ ン ジ ニ ア リ ン グは .

C /1 E が 実相化して 初め でl~iJ
L
能 にな っ た の で ある..

C ^ E の 発達で 生柁
.

工 場
I

i): 人 先の 要件を囲而に積り込むこ とが叶能

に な っ た.

_ 同時
に閑雅の ス ピ

ー ド ア ッ プが可 故にな っ た こ 岡 2-2 の よう

な C ^ E の 位置付け の 変化により . ト ヨ タ車体で は. 製【ゝ). jl-_ ち_
ll_ がり

ロ

ス も急速に減少したと い われ て い る ｡

図2- 4 に 示すよう に . ト ヨ タ生産方式は. C A E の 発達により大きく変

化せ ぎるを柑なか っ た :, 囲2 -5 に 示すように 3 次元 デ ー

タ をネ ッ ト で つ

なぐ こと によ i) シ ェ ア 一 ド
･

エ ン ジ ニ ア 1) ン グ'
r - ■

も可能になり, 設計の

ス ピ ー ドは飛躍IyJL 二 向上 L た ,
. ま た . E R P や C R M や S C M■

:

の 発展 に

伴 い ト ヨ タ 生 産ブ)J iE は .
人きく変化するこ と に なる , 経済産業省の 2 0 05

年 I L] の 産業構造審議会報告 (
『
情報経酒

･ 産業ビジ ョ ンの 骨子に つ い て

-

I T で 祉会
.

揮済を
｢
強く｣ す る ため の 5 つ の

｢
方向性｣ 』 11 ペ

ー ジ)

昭 和 5 7 年 ( 1 9 8 2 年) 平成 ら年 ( 1 9 9 :3 年)

図 2-3 1 9 8 2 年を1 00 と した 時の 19 9 3 年 の ロ ス の 割 合

図 2-4 ‡:-】劫車掌皇道莱の ビ ジネ ス プ ロ セ ス と.維題
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図 2-5 2 次 元 デ
ー

タ と 3 次 元 デ ー

タ の 処理

で は
.

｢ 製造業の 現場にお ける C A D の 導入率を除き在庫に 必要な S C M .

間接部門に 必要な E R P な ど,
い ず れ の 側面を見て も他[] i7 に 比 べ て 低水

準｣ と 現 状 を 分 析 し て い る c u-J a p a n 政 策 の 展 開 す る L[ l で I T S

( I n t clli g e n t T r a n s p o rt S y s t e m s) が S C M 改善 の イ ン フ ラ的性格を持 つ

意味は大き い o

国2-5 は , 池上 金型で ヒ ア リ ン グし て い る時 に作 っ た図 で ある ｡ 離れ

た場所にある企業と 3 次元 C A D を コ ･ ビ ュ ー

イ ン グ できる藍味は非常

に大き い もの で あ る ｡
エ ビ キ ク ス 時代に . 進歩する で あ ろう I T S に よ っ

て S C M や E R P の 高度化が 産業構造をどの よう に変化させ て い く可舵

性があるの かを. 検討し て い きた い ｡

( l e o )



セ ン サ ー

ネ ッ トの 矧 鞘と I T S ( I n t c11i g 印 t T r a n s p o r t S y st e m s)

3 , IT 戦 略本部
柑)

及 び経済産業省の ユ ビ キタ ス に 関する

三菱 三 .ら.

E]我 己FFtl

総 務省は.
こ の

｢
e ｣ か ら ｢ u ｣ へ の 進化とも呼ぶ べ き u-J a p a n 政策の 基

本思想を象徴的に表す語として .

｢ こ こ で は
『
価値創発』 と い う語を碇示

するこ ととした い ｡
『
創発』 とは ,

生物学や社会学等で , 自律的に相互作

FH を有する多数の 要素が ,
互 い にネ ッ ト ワ ー

ク 化され る こ とによ っ て ,

思 い がけな い新 し い 形質が生 じるよう な現象を表す言葉で ある
` 別

｣ と 述

べ
. 大きく産業界の パ ラ ダイ ム チ ェ ン ジをお こ なうもの で あると定義し

て い る｡

給養省は ,
u-J a p a n 政策 の基本思想

川) .

を 次の ように図示して い るr
J

u-J a p a n の 具体的な展開事例と して は, 国3- 2 に 示す自動車の 高機能

化と し て提案され て い る I T S があ る ｡ こ れ は . 図2-4 で 示した
｢ お客様

まで の ジ ャ ス ト ･ イ ン ･ タ イ ム ｣ を追求するもの で あり.
S C M や C R M

と い う形 で 具体化され る .
=. そ の 意味か らは ト ヨ タ生産方式の新た なる展

∴ ∴;/:
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図 3-2 車の 高機能化
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園 3-3 ｢
u-J a p a n 政策｣ の 基本思想

開 の 始まrJ と言える ｡

u-J a p a n の 時代は . 図 3-3 に 示すように エ ビキ ク ス ネ ッ ト ワ ー

ク が張

りめぐらされ .

い つ で も.
ど こ でも何で も. 誰 と で もネ ッ ト ワ ー

ク に簡

削 二 つ ながる時代で もあると言われ て い る ｡ しか も. 境界領域 の は っ き

りし て い る シ ス テ ム の 支配する時代と異なり境界領域の あ い ま い なネ ッ

ト ワ ー

ク の 支配する 時代であるから .
イ ン タ -

フ ェ ー ス と い う~r; 柴も死

( 1
.
6 2)



セ ン サ ーネ ッ トの 展l詞と r T S り n しclli g e nt T I'i m tq p O r L S y s t e ln S)

語 と な っ て い る時代 で もある｡ 暗号化の技術を使 っ て I D を ノ ン セ マ ン

テ ィ ソ ク に して い く こ とが検討さ れ て い る ｡ シ ン プ ル I D が D B を読 み

に い く技術が 閉題にな っ て くる o I D の 利用範囲に応 じ て プ ラ イ バ シ
ー

の 問題が 発生 し て く る ｡ エ ビキ ク ス 時代で は 9 0 年代初め噴か ら展開 し

た S C M や C R M は , 新 し い 発展を示すこと に な る が プ ラ イ バ シ
ー

の 問

題が特 に重要になるo I P v 6 の I P ア ド レ ス
… ■

は
, 後半 の 6 4 ピ ッ ト に

M A C ア ド レ ス を当て て い る ｡

その ため IP v 6 の ア ド レ ス は . きわめ て ト レ
- サ ブ ルなもの になるc

掛斉産業省の 2 00 5 fT
=

- 4 月 の 産業構造審議会報告
112 ■
で は .

エ ビ キ ク ス

時代で は デ ジ タ ル融合が起 こる と して 以 下 の ような岡 (図 3- 4) を示し

て い る o

そ こ で は . イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス を介さず I P ア ド レ ス を持 つ 各種家電や

自動車を含め て あらゆ る コ ン ピ ュ
ー

タ が P2 P ( ピ ア
･

ツ
ー ･ ピ ア) 形式

で つ なが る社会が想定さi t て い る .
J I P V 6 の 時代は .

ロ - カ ル ア ド レ ス

を コ ン ト ロ ー ル し た N A T ( N et w o r k A d d r e s s T r a n sl ati o n ) は 発展的に

解消して い る の で . 境 界防衛が極め て 重要な課題となる｡

｢ エ ビ キ ク ス ｣ . ｢ 信 頼と いう資産 - の 集中的投資｣ ,
｢
新たな I T 産業 の

確立｣ ,

｢
国際的市場の 広が り｣ .

｢ 日本 の ア ジ ア ･ ハ ブ化｣ を追求するこ

ト
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論 説

と で
, 日本の 競争力を再構築しようとする

『
情報経済 ･ 産業 ビジ ョ ン の

骨子に つ い て - I T で 社会
･

経済を ｢ 強く｣ する ため の 5 つ の ｢ 方向性
‖3､.
｣ 』

を検討 した平成1 7 年 (2 0 05 年) 1 月 3 1 日 の 産業構造審議会情報経済分

科会 (第 9 回) 議事録
ル1)

で は
,
プ ラ ッ トフ ォ ー ム ･ ビ ジネス に つ い て 次

の ような議論がなされ て い る o

｢ 携帯電話の 世界で も, ますますプ ラ ッ ト フ ォ ー ム 化 と い う こ とが世

界規模 で行われ て い くと思う｡ とりわけ昨今で は ク ア ル コ ム 社 の技術が

携帯電話の端末やネ ッ ト ワ
ー ク基地局など, イ ン フ ラ含め て , 拡大 して

い る気がする｡ 個人的に は, 日本 の メ ー カ ー が
,
ク ア ル コ ム の 立場にと っ

て か わる ぐら い の パ ワ
ー

を持 っ て もら い た い し
,
そ の ため に

,

コ ン テ ン

ツ やサ ー ビ スを提供 して い る会社も協力をして い きた い ｡ 政府にも民間

企業 へ の 支援や強力 かノ
ー

ダ
ー

シ ッ プを期待する u ｣

｢
ハ

ー ド ウ エ ア や シ ス テ ム E R P 等を導入 して も, 業務 フ ロ
ー

, ワ
ー ク

フ ロ
ー

, 組織等が変わ っ て い な い と
,
I T を生産性 に結び つ けられ な い ｡

I T シ ス テ ム や E R P は , I T の シ ス テ ム 開発や導入の 責任者は, I T デ ィ

ビジ ョ ン
. 全社員. 本社と し て あ る∩ と こ ろ が

_
販売 の効率 ア ､

ソ プ
′
あ

る い は S C M 改革等々 にオ ー ナ ー が い な い と ,
I T シ ス テ ム の 委託及びそ

の 導入だけになる｡ そ れ で は
, 今ま で の 仕事の やり方と変わ らな い で ,

変な格好になる ｡ だか ら
, 組織, ワ

ー ク フ ロ ー

, 人ま で か えられ る
,
あ

る層以上 の 人が I T 化 に対 して本当に目的を し っ かり持 っ て
,
む しろ I T

を活用 した, 業務改革, 組織改革が メ
ー

ン に据えなければならな い と思

う ｡ ｣

｢I T 化 によ っ て
,
生産性が上が っ た話を

,
ほ と ん ど聞かな い ｡ 例えば

コ ン ピ ュ ー タ の性能が急速に上 が っ て い る にもか かわ らず , 難 しさが増

して
,
ハ

ー ドル が高くなり
,
I T が 経営者や労働者に優 しくな っ て い な い

気がする ｡ 技術よりも, それを どう仕事の フ ロ
ー

の 中に落と し込み
, 仕

事を コ ン ト ロ
ー

ル するかと い う部分 にも っ と力量を入れ る べ き で はな い

(16 4)



セ ン サ ー ネ ッ トの 展 開とI TS (I n t elli g e n t T r a n s p o r t S y s t e m s)

か ｡ I T 人材 で はなくて , I T を業務の フ ロ
ー

の 中に生かす こと の で きる

人材を育成 しなけれ ばならな い ｡ ｣

｢ 革新性の ス ピ
ー

ドに よ っ て 利益率を高め て , 要するに高付加価値で

利益率の 高 い もの を つ く っ て い く の だと い う こと ｡
た だ

,
こ の 事新性が ,

広 い 社会シ ス テ ム に踏み込む ぐら い の大きな枠組み , 例えば , 医療 の シ

ス テ ム ま で含めた シ ス テ ム の社会と して の 革新性のようなもの , か つ

こ れ が 21 世紀的な意味で , 例えば循環経済とか高齢化 - の対応とか に

つ い て革新的で あると い うようなとこ ろ で , そ の基準をも っ て こ の 5 つ

の ワ
ー デ ィ ン グ の ベ ク ト ルを合わせ て いく話だと思う｡ 革新件みた い な

テ ー マ が 出ると
,
イ ノ ベ ー

シ ョ ン の 話や , イ ノ ベ
ー

シ ョ ン の プ ラ ッ ト

フ ォ
ー ム と い う の が

一

体 どう い うもの なの かと いう ような議論 に多分

な っ て くる ｡ 資産と い う言 い 方がなるほ どと思 っ た の で すけれ ども, そ

う い う意味で は, 資産と い う の は信頼の 資産だ けで はなくて , 例えば制

度と い う資産が ある｡ 先 ほ どの プラ ッ ト フ ォ ー ム の と こ ろ の 議論 で も,

医療や認証の仕組み が
,
大事だが , そ れ だけ で は, 多分不十分で , 例え

ばデ ー タ の 外部保存に つ い て の ル ー ル を つ く っ て い か な い と , 例えば健

康産業はおそ らく立ち上が らな い ｡ そう い う意味で は人材は, 重要｡ 例

えば信頼と い う こ とに して も, 地域における信頼関係が基盤と して 存在

すると
,
テ ク ノ ロ ジ ー

で 解決する セ キ ュ リ テ ィ 問題以 上 に有効 であり ,

信頼関係が社会資本の ようなもの と して埋め込まれて い る こ とに よ っ て

信頼を実現 で きる の で あり, 人材は極め て 重要で ある ｡ ｣

平成 1 7 年(2 0 0 5 年) 3 月 2 4 R の 産業構造審議会情報経済分科会
(1 L =')

( 第

1 0 回) で は, プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ･ ビ ジネス に つ い て 以下 の ような議論が

なされ た ｡

｢ 『プ ラ ッ ト フ ォ ー ム』 形成も, ネ ッ ト ワ ー ク か ら議論するの で はなく ,

プ ラ ッ ト フ ォ
ー

ム が実現する機能 ドメ イン毎に議論を深め て い く べ き で

あろう｡ ｣

(1 6 5)
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図 3- 5 プ ラ ツ ト フ ォ ー ム
･ ビ ジ ネ ス

｢ プ ラ ッ ト フ ォ
ー

ム
･ ビ ジネ ス にお ける有ノJ 企業の マ

ー

ケ ッ ト シ ェ ア

に 関する ス タ ン ス の 整鳳 電気通信 に お ける不可欠設備と マ
ー ケ ッ ト

シ ェ ア の 整理等を行う ことが できれば .
ビ ジ ネ ス を行 っ て い く上 で の 不

確実性を取り除〈こ とにも つ ながる o 全体を整理 しきる の はと ても無理

と して も, 独禁法に 関する見識に何らか の 形 で 言及を加えた らどうか c ｣

｢ ビ ジネ ス プ ラ ッ ト フ ォ
ー ム に お い て は

.
イ ン セ ン テ ィ プ の組立が 重

安だ .
二
. プ ラ ソ ト フ ォ ー ム を作 っ た だけで は何も起こ らな い L, そ れを使う

サ ー ビ ス や製品が な けれ ば, ま たそ れを動か そうとする人の モ チ ベ
ー

シ ョ ン が な ければ . イ ン セ ン テ ィ プが続 い て い か な い ｡ プ ラ ソ ト フ ォ ー

ム が絵に描 い た餅に ならな い よう . イ ン セ ン テ ィ プ は何かと い う点を整

理 しなけれ ぼ
『
突放の 歴史.n を重ね る こ と に なりかね な い ⊂･ ｣

こ の ような議論を踏まえて . 分科会左舷括がなさ れた ｡
.

｢ 本日 は . 情報軽満
･

在業 ビジ ョ ン の と りまと め にあたり畏重な意見を

多数 い ただ い た .
⊃ 現在 の案 に抜け て い る .(;しと し て .

『
7

9

ラ ッ ト フ ォ ー ム
__
n

に 関す る議論 を中心 とし て ,

『
独禁法と の 関係の 整理』 .

b
l

評価 の 視点』 ,

( 1 6 6 )
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ネ ッ トの 展開と I TS (I n t elli g e n t T r a n s p o r t S y s te m s)

『誰 が担うの かと いう視点』,
『イ ン セ ン テ ィ ブ の付け方』,

『政府 の 役割

の 明確化』 などに つ い て ご議論 い ただ い た ｡ ビ ジ ョ ンを補強する非常に

建設的な意見で あ っ た ｡ ｣

4 . 地方自治体 の情報化施策 - 三重県の情幸馴ヒ施策の 事

例 -

筆者は ,
か つ て 三重県の e - デ モ 会議室の

｢ 産業政策を核と した地域づ

くり｣ の 書き込み サイ トを運営 して い たo B l o g が 開発され る前 で シ ス

テ ム 的には完全 で はな い が ソ
ー

シ ャ ル
･ ネ ッ ト ワ ー ク ･ サ ー ビス (S N S)

の 前段階の 実験 であ っ た ｡ イ ン タ
ー ネ ッ ト を利用し, 匿名性を中心と し

て 設計され た会議室で あり, 県民に産業政策等の議論をそこ で行な っ て

もらおうと言う意図があ っ た .

ネ ッ ト ワ ー ク に繋が っ た コ ン ピ ュ
ー タ が ど こ に でもある社会にな っ た

場合,
産業政策は , 県民 の議論の 中から提案され てくると言 っ たように

牧歌的に考えて い た｡ 現実は ,
ど ろ どろ したもの で あり醜 い もの であ っ

た ｡ 私 の動か して い たサイ トも, 中ロ新聞の 記事で誹藷中傷の 電話が殺

到 し, メ
ー

ル も大量に送られ て きた｡ 携帯もなりやまなか っ た ｡
こ の よ

うな事態を踏まえて サイ トを閉 じる しか方法はなか っ た ｡ そ の 時, 県 の

担当者か ら の サポ
ー トは全くなか っ た｡ こ の 経験から ユ ビキタ ス 社会の

展開を県主導で 行うこ と は無理が あると考えるようにな っ た｡ エ ビ キタ

ス 社会は , 崇高な哲学と倫理を持 つ 者 の みが指導で きると言う こと かも

しれ な い ｡ そ れ で も e- デ モ 会議室 で の 議論は ,

一

定 の 成果が あ っ た と

思えるの で
,
記録にと どめ ようと思 っ た の で ある ｡ 民間主導の コ ミ ュ ニ

ケ ー

シ ョ ン
･

ツ
ー ル の 発展が ,

公的 シ ス テ ム で経験 した失敗を繰り返さ

な い た めにも検証が必要で ある ｡

そ こ で の 主たる論点は ,
1 .
エ ビ キ タ ス ･ コ ン ピ ュ ー

テ ィ ン グ の 時代

(1 6 7)
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と産業政策を どう考えるか . 2 . 情報家電
の 可能性の 検討 ( 岡山I T 特

区は これを検討 して い た) .
3 . タ カ ラ の ラ イ フ カ ル チ ャ

ー
･ マ ー ケ テ イ

ン グ部の ような マ
ー ケ テ イ ン グカに つ い て ,

4 . 選択と集中に代表され

る地域概略に つ い て . 5 . 中小企業の海外戦略に つ い て ,
6 ,
モ ジ ュ ー

ル 生産に つ い て . 7 . プ ロ ジ ェ ク ト C に つ い て .
8 . 若者 の ロ

ー ド マ ッ

プ に つ い て で ある｡ そ こ で 学生諸君か ら出され た意見を, 渡適ゼ ミ O B

で 議論し直し. まとめ て い っ だ
■l n'

u 図411 に示した太 い 線 で 閉まれ た部

分が我 々 の 提案で あるが . 県民の 意見を政策に反映させ ると い っ た当初

の発想とは異なり . 意見はま っ たく無視され て い る ｡
こ の ようなプ ラ ッ

ト フ ォ ー ム 的企画は , 各県 で 行われ て きたが . その ほ と ん どが失敗して

L ユ ビ キクス ･ コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グの 時代 と主 薬政策 をどう考 えるか ? I

(1 6 8)
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い る
し】7'
'

.

当時 の情報政策を検討すると ,
三重県で は, ① I T 革命によ る パ ラ ダ

イ ム シ フ ト の 対1志する こ とを目指して い る ｡ ネ ッ ト ワ
ー ク 社会 にお い

て
, 県民

一

人 ひとりが い つ でもど こ で も主体的に情報の 受発信 し活用で

きる豊か で潤 い の ある社会づくり
` 1 8'

を 目指 して , 情報先進県を目指 し

て い た ｡ ② リ ア ル タイ ム ,
イ ン タ ラ ク テ ィ ブな情報の流れを作ろうと し

て い た ｡ 県民と の情報共有を行 い ,
生活者起点の県政の 実現 (民主 主義

の 再構築) を目指 して い た ｡ こ の た め
, 電子県庁

･

電子自治体の推進と

県民が 高度な情報通信サ
ー ビ スを享受で きる環境づくりを進めて おり,

また
,
I T 戦略を

｢ 政策推進 シ ス テ ム ｣ ( 県政を動かす仕組み) と
｢
行政経

常品質向上活動｣ ( チ ェ ッ ク して 改善する仕組みを通 じて エ ク セ レ ン ト
･

ガ バ メ ン トを実現するため の 基盤と し て位置づけて , 徹底 した取り組み

を推進 して い た ｡

こ の ような政策を実行するため には, 情報イ ン フ ラを整備しなけれ ば

ならなか っ た ｡ そ こ で地域特性を活か した情報基盤の 活用を目指 した ｡

地域 にお ける難視聴地域対策と して , 平成 6 (1 99 5) 年度より総務省の

｢
新世代地域 ケ

ー ブ ル テ レ ビ施設整備事業補助金｣ を導入し, 県内 の ケ
ー

ブ ル テ レ ビ網 の整備 , 充実に着手して きて い る ｡ 平成 1 4 (20 0 2) 年度末

には
,
三重県内 6 9 市町村の 全て で ケ

ー ブ ル テ レ ビ の視聴が可能となり,

カ バ ー

率もほぼ 1 0 0 % と な っ た｡ ま た ,
C A T V も先行し他サ

ー ビ ス も伸

び て おり
, 相乗効果と な っ て い る ｡ 業務プ ロ セ ス 革新プ ロ ジ ェ ク トが追

及され , 総合文書管理 シ ス テ ム ( L A N 端末によ る説明) により電子決裁,

電子保存 , 情報公開まで含め た , す べ て の文書の ライ フサイ ク ル全般を

電子化 し, ペ
ー パ ー

レ ス を進め て い る｡ 電子申請は, ど こ で も, い つ で

ち, どの ような手段 で も, 許認可
･

県有施設等の 申請
･

予約等が で きる

ように, 手続 の 電子化を図り , 平成 15 (20 0 3) 年春には , 申請 ･ 届出 の

パ イ ロ ッ ト シ ス テ ム の 開発運用が行われ て い る ｡ 電子調達に関しては ,

(1 6 9)
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事務周品等様 々 な消耗品 ･ 備品調達手続きの 電子化を図 っ て い る o 志磨

サイ バ
ー ベ ー ス プ ロ ジ ェ ク ト で は, 国内を墾里些

_
堅塁旦
_
二
_
三 越

些点とな っ て い る志摩にサイ バ
ー ウ ェ ッ ブ ジ ャ パ ン ( C W J) が創られ ,

そ の 地の 利を活か して , イ ン タ ー ネ ッ ト ･ エ ク ス チ ェ ン ジ (ⅠⅩ) や イ ン

タ ー ネ ッ ト デ ー タ セ ン タ ー (i n °) を整備 し, 県内ビジネス 情報基盤の 強

化, 情報産業の活性化に向けた取組みを行なおうと した ｡ 具体的には,

i D C サ ー ビス ( ホ ス テ ィ ン グ, ハ ウ ジ ン グ等) , E C ( B 2 B , B 2 C ) サ ー ビ

ス
. I T 関連企業 へ の 施設貸し出し等を実施 して い る｡ ケ ー ブ ル 陸揚 げ

地点にⅠⅩ とi D C
,
E C の 拠点を作ると いう施策は , 情報ネ ッ ト ワ ー ク の

バ ー チ ャ ル ･ リ ー チ カの ある情報系企業の 存在が前提になると い う こ と

を理解 できずに失敗 して い る｡

現在, 三重県では .
ネ ッ ト ワ ー ク 上 に基盤となる白地図を作成し, 庁

内はもと より全市町村 へ 展開し て 共通地図と して 展開し て い る ｡ 更 に平

成 1 5 (2 0 03) 年 8 月より H P ー_
L で 一

般 - も開放 し, 今後 ,
企業, 住民 の

活用を促して い く段階にあると担当者は , 説明し て い る｡ ほ ぼ同 じ時期

(
.
,､
ナ

帖 臣 民 で け W e b サ ー T} ス 右 京IF 田 1 f ,- が 入 Ⅴ っ h n n / の 触 回 へ と プ ロ

セ ス の リ ンクをは っ て い る. 三重県の場合, 使 い 勝手の 悪 い 地図デ
ー タ

ベ ー

ス を構築したが, コ ス ト の 高さを考えるとそ の 意味は何かと考えざ

るを得な い ｡

三重県の 20 05 年度
『
行政監察 (評価) 結果報告書

(1 9)

』 は , e デ モ や情

報政策に関して次の よう に述 べ て い る｡

｢ G IS と の連携を図るなど利便性 の 向上 に つ と め て おり参加者数も

増加して い るが
,
運用開始後 3 年が経過 し, 参加者が特定化するな

どの 課題が 見受けられ る の で ,
こ れまで の 成果を検証 し, 県民 の 参

与の 仕方な どに つ い て の検討を行う必要がある o ｣

｢ 三 重 M -ⅠⅩ ( 県内の 情報通信基幹ネ ッ ト ワ
ー ク) の ト ラ フ ィ ッ ク

数は容量の 5 0 % 未満 の 利用にと どま っ て い る ｡ ｣

(1 7 0)
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｢ 情 報産業の 育成に関する取り組み に つ い て は,
志摩サイ バ ー ベ ー

ス プ ロ ジ ェ ク ト で 見込まれ て い た成果が 上 げられ なか っ た こ と,

C A T V 網 の 充実が住民の 居住地域に重点が置か れ て い た こ とな ど

か らネ ッ ト ワ ー ク整備 の 成果が情報産業の 面か らはあまり表れ て い

な い状況にある ｡ ｣

二三垂県の 場合 ,
三重 M -I X を利用したネ ッ トビジネス 支援事業を平成

15 年 (2 00 3 年) か ら始め たが ,
監査委員会は ,

次の ような評価 であり必

ずしも産業政策と整合性が あるもの で はなか っ た ｡

｢ ネ ッ ト ワ ー

ク 利用に関する ニ
ー ズ や要望などを詳 しく聞き二取ると

ともに , 機会を捉えて 県内の ベ ン チ ャ
ー 企業等の ネ ッ ト ワ

ー

ク に対

する ニ ー ズ等 の 把握 に努めなけれ ばならな い o ｣

:-
:
. 重県 の 情報政策は ,

e-J a p a n 構 想 の 考え方と整合性を持 つ もの で あ

ると行政監査委員会は認めながら ,
そ の総括意見で

｢
県内の情報産業が

活性化 し, 県民がそ の効果を享受で きるよう , 関係部局との 連携を強化

し
, 今後 の 取り組みを検討され た い ｣ と述 べ て い る｡ e-J a p a n 構 想はイ

ン フ ラ の 整備 に主眼が おか れたが ,
u-J a p a n 構 想は, 産業の 構造変換 を

迫るもの で ある(｡ 国 の政策を地方の 産業政策にブ レ
ー ク ダウ ンする方法

を失敗すると地方の 中小企業は , 存立基盤を失 い かねな い ｡

比較的先進地域と い われ る岡山県の 岡山情報 ハ イ ウ エ
ー に 関する

『
評

価報告書
(2〔')

』 は , 情報 ハ イ ウ エ
ー が ｢ 現在は, 教育分野, 防災分野 で の

利用に限られた現状 で ある こ とか ら, 観光, 産業等そ の 他の 分野で の 活

用や交流の あり方に つ い て 検討する こ と と し て い る｣ と述 べ るに と ど

ま っ て おり , 国 の 政策が地方の 産業政策にブ レ
ー ク ダ ウ ン して い な い こ

とを示 し て い る｡

(1 7 1 )
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図 51T u-J a p a n の 具体的な利鞘 シ
ー ン 例 ( 産業面)

Eg] 5- 2 エ ビ キ ク ス ネ ッ ト ワ -

ク の 概 念図

(1 7 2)
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5 . u
-J a p a n 構想 に よる セ ン サ

ー ネ ッ トの展開

u
-

J a p a n の 産業面 で の具体的 シ
ー

ン
し21 '

は
,
総務省か ら以下の よう に示

され て い る｡

u-J a p a n 政 策は, P C や 自動車が シ
ー

ム レ ス に情報ネ ッ ト ワ
ー ク と接続

し て , 生産プ ロ セ ス の効率化, 企業間の コ ラボ レ
ー シ ョ ン

,
企業内の イ

ンテリ ジ ェ ン ト バ ン ク化 , S C M や C R M が 高度化する社会を想定して

い る｡ 常 に トラ ン ス フ ォ
ー

メ
ー

シ ョ ン に挑戦する ことが必要です｡ 経演

環境, 顧客, 市場変化を敏感に感知して , そ れ に応える開かれた シ ス テ

ム と し て の セ ン ス & レ ス ポ ン ドと呼ばれ る動的プ ロ セ ス が必 要にな っ

た｡

㈱ ト ヨ タ テ ク ノ サ
ー ビス の H P で は

,

｢
今や自動車は E C U な ど の電子

部品で 制御さ れ, 車 は エ レ ク ト ロ ニ ク ス の塊 とな っ て い ます ｡ ま た ,

I T S や カ ー ･ ナ ビ ゲ
ー

シ ョ ン ･ シ ス テ ム
, 車載用の オ

ー デ ィ オ ･

テ レ ビな

ど, 情報 ･ 通信 ･ 家電製品も車に搭載されるようにな っ て きました ｡ こ

う した カ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス を支える電気
･

電子機器の ハ
ー ド設計を.

新車開発の 初期段階か ら ト ヨタ自動車の 開発ス タ ッ フ と
一

体 にな っ て 進

め で
2 2)

｣ い きますと述 べ て い る｡ その場合, モ ジ ュ
ー ル 間の 通信をデ フ ァ

ク ト ･ ス タ ン ダ
ー

ド化
( 2=i )

し なければならなくなる ｡ そ こ で登場 し て き

た の が車載 L A N の C A N と LI N と い う こ と になる ｡ そ れに伴 っ て , 那

品問の 干渉の な い こ とを保証する E M C の 認証制度や電磁波測定の 制痩

化が重要になる｡

ア
ー

サ
ー

･ D ･ リ トル の シ ニ ア ア ドバ イザ
ー

の 小久保氏は,
｢
メ カ ニ カ

ル技術なら , 個別要素の 徹底 した採掘りと , 部品間の 互 い の 干渉を考慮

で きる能力を磨けば, 高性能/ 高品質で 安価な車を作る こ とが で きた ｡

しか し, ネ ッ ト ワ
ー ク技術 で はそうは い かな い ｡ ソ フ ト開発と ハ

ー ド開

発と い う全く別の 2 つ の ス キ ル を磨く必要がある｡ しかも, ソ フ ト は ,

(1 7 3)
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ハ ー ドに依存する｡ ハ ー ドの ス キ ル だ けを磨き込ん で も.
ソ フ ト開発が

追 い つ か なければ
, 何 の成果も得られな い ｡ し かも,

ソ フ ト開発に は多

大の T .数 が かか る. 個別要素技術の 力より, 技術 マ ネジ メ ン ト の巧拙 で

成果が左右される の である｡ メ カ の 時代の 発想で , 低 コ ス ト大量生産の

実現を目指 した技術 マ ネジ メ ン トを続け て い ると, 競争力を失 い かねな

い 訳だ ｡ 特 に重要なの が ,
ソ フ ト の使 い 回しや バ ー ジ ョ ン ア ッ プ の仕組

み で ある｡ 1 品もの の ソ フ トを, 常 にゼ ロ か ら作 っ て い た の で は
,
と て

も競争に勝て な い か ら, 効率的なソ フ ト開発体制構築が不可欠なの だ ｡

従 っ て ,
ソ フ ト開発に当 っ て は, 規格を揃える こ とが前提となる｡ こ の

た め
, 自動車用ネ ッ ト ワ

ー ク の プ ロ ト コ ル標準化の 戦 い が俄烈化して き

た
,
と言える｡ 欧州は ,

こ の分野 で は早くか ら優位に立 っ て い る｡ こ の

優位を揺る ぎ無 い もの に して , 実質的な競争力強化に結び つ けようと の

動きが始ま っ た の である
` 2′1 '
｣ と述 べ , イ ン テ グ ラ ル化 した自動車生産と

モ ジ ュ ー

ル 化 した自動車生産の差を分析 して い る｡

か つ て か らそうで あ っ たように新 し い ネ ッ ト ワ ー ク 化の 動きは , 業界

構遇 の再編甜をもf
- E ' す , T T S で は

,

自 動 宙 は
,
ネ ､

ソ ト ワ ー ク の 一

部(JT

す ぎな い の で ある｡ 大きく見れ ば
, 物理的に自動車の外部バ ッ クボ

ー

ン

の ネ ッ ト ワ ー ク の 存在がある ｡ こ の ネ ッ ト ワ ー ク に
, 車の ネ ッ ト ワ

ー ク

が繋がり車全体の 機能を制御する プ ロ セ ス 処理用ネ ッ ト ワ
ー ク が I T S

と い う こ とになる ｡ こ の下に ,
サ ブ シス テ ム の ネ ッ ト ワ

ー ク が構築され

る｡ こ の サ ブシ ス テ ム ･

ネ ッ ト ワ
ー ク は

, 必要に応 じて パ ソ コ ン, 制御

機器
,
ゲ ー ト ウ エ ー

等が シ
ー

ム レ ス に繋がる こ とになる ｡ こ こ に
, 車内

の セ ン サ / ア ク チ ュ エ ー タ レ ベ ル で の 個別ネ ッ ト ワ ー ク が接続する ｡ モ

バ イ ル 機器や メ モ リ
ー カ ー

ドと の 入出力接点が で きる こ と になるo こ の

ように して自動車の 全体像を見れ ば
,
コ ン ピ ュ ー タ ･ ネ ッ ト ワ ー ク そ の

も の である こと がわかる ｡ 車 の価値は, コ ン ピ ュ
ー タ に搭載される ソ フ

トと
, 外観 ( デ ザイ ン) で決まる ｡ 技術 で の 差別化の 焦点は ソ フ トにな

(17 4)
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る o ネ ッ ト ワ ー ク の どの レ ベ ル で , どの ようなソ フ トで戦うかが , 戦略

的に重要にな っ て くる ｡ こ の競争は今まで の 個別要素技術の 戦 い とは大

きく違うと考えなければなら な い ｡ 作り込みや現場感覚で い か に優れ て

い て も マ ー ケ テ イ ン グ で優位 に立て る保証はな い ｡ ソ フ トの 構想力と ,

ソ フ ト作成プ ロ セ ス の優劣が競争力に響 い て くる｡ 刻 々 と パ ラ ダイ ム が

変わ っ て 開発され てくる商品を販売するため の 新し い マ
ー ケ テ イ ン グ描

動と理論が必要 にな っ て くる ｡

特 に重要なの が , 標準側に つ い て 有利なポ ジ シ ョ ンを獲得する こと で

ある ｡
生 み 出した知的財産を, 戦略的提携をした企業に提供したり, 部

分的に非公開にするなど, 様 々 な手段を巧み にとりまぜ , 勝ち組に残る

方策を考案する こ とが マ
ー ケ ッ ト で の優位性に繋が っ て い く｡ 自社技術

体系の組み_
V _ て 方 ( ア

ー キ テ ク チ ャ ー ) と , そ の活用の ロ ー ド マ ッ プを

創る こ とが 2 1 世紀 で 活動する企業の 緊要の 課題とな る｡ こ こ に M O T

( M a n a g e m e n t of T e c h n ol o g y) 教育が必 要と される ひと つ の 要因が あ

るo また . 個 々 の要素の境界領域が ハ ツ キ リ し て い る
｢ シ ス テ ム ｣ の 指

導する時代か ら境界領域が ハ ツ キ リ しな い
｢ ネ ッ ト ワ ー ク｣ が指導する

時代に変化する 中で ,
21 世紀 に生きる企業の 指導原理 ( 理念) を提示で

きなけれ ば経営学の研究の 意味がなくなる｡

6 . T M S の展開 から見 た トヨ タ生産方式の変化

S C M は
,
シ ス テ ム の 効率を出すの が難 し い 分野で あると言われ る ｡

正確な需要予測を し, 製品 の生産計画や部品の 発注計画を立て て在庫を

最適化する仕組み で ある ｡

一

連の 作業を効率化するため に情報シ ス テ ム

を活用する こと になるが ,
複数にわ たる部門にそ の 運用を徹底させ なけ

ればならず , 計画 どおり に在庫削減が進まな い 事例が 多く見られる ｡ 生

産計画や発注計画を簡単 に変更できる シ ス テ ム が要求され て い る ｡

(1 7 5)
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日本 IB M の H P で は .
オ ン ･

デ マ ン ド経営
■ J示■

に 対 して
｢
オ ン . デ マ ン

ドや セ ン ス & レ ス ポ ン ドと い っ た新し い ビジネス ･ モ デ ル と ,
こ れま で

の ビジネス . モ デ ルと の 違 い を見て みまし ょう o 従来は . 量の 拡大を中

心と したプ ロ セ ス の 実行で した｡ 計画に の っ と っ た プ ロ セ ス を実行 し.

異常があれ ば手を打 つ と い う コ マ ン ド & コ ント ロ
ー

ル と呼ばれる ビジ

ネス ･ モ デ ル で した｡ こ れ に対して ,

『
オ ン ･

デ マ ン ド』 や
『セ ン ス & レ

ス ポ ン ド
.月 は . 予測不可能な状況で も, 市場を常に見るこ と で 機敏に対

[払する こと を可能と します ｡ プ ロ セ ス などの 変更まで含めた . 素早 い ア

ク シ ョ ン をと る ことを目 的と して い る の で す
L Zら ■

｣ と 述 べ て い る o

三重大学 M O T 実証実験 で講師と し て お呼び した I B C S (I B M コ ン サ

ル テ ィ ン グ ･ サ ー ビ ス) の 東正則氏の
｢ 変化 に対応で きる 企業だけが生

き残る｣ た め に IB M が 提案 し て い る B T O ( B u si n e s s T r .a n s f o r m a ti o n

O u t s o u r ci n g) の 話は示唆に富むもの で ある Q

顧客企業の 購買部円は直接自社の 麓争力に貰猷で きるサ プ ライ ヤ
ー を

掌握し て いく必要がある o そ の ため の 情報収集や折衝の ス ピ
ー ドア ッ プ

の ため にイ ンタ ー ネ ッ トを積極的に活用する こ とが 緊要の 課題と され

る ｡ 政略約サプ ライ ヤ ー は .
バ イ ヤ ー

の 方針を正 しく理解 し. 選択され

t P

T 柵 ★ 榊 ■lJ ス クの ■ 暮

i Jl ? 也
.

血I rl JI- トナ
ー

シIJ プ■pt
⊃ 1 ●.- ■ ▼II I ■

l ■ 1t ■ t

.
1 b J ▲

▲ I ■▲ JP + ■ ■ 1 8 J ｢■- r T･
`

6 痢 な テク′ロ ケー-マ ･ J ブd) ～

u

.
I L ■ヽ■J L T t

'
= h l

J L J･ ●t rl I.
■● ▼ll + A

( 2 ) tL 内也 プL1 セ ス

~t ■ ■ ■ ■ ■
- サーピA･ サポート
･ ● ■ ■■
( a )甘 外 プD t ･ 又

I d t
~サプライヤ~

荏 : IIうC S の 東正arJ 氏 の 資料 に渡蓮が 加 筆 した ｡

図 6-1
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ネ ッ トの 展 開と tT S (l n te)Li g e n t T r a n s p o r t S y s t e m s)

● 晶モ 咽 t l の 建Lt

JS O 9 0 O I

P し息
■ dl < ¶ ■

､ √ f r
L

-

●

● ビ ジネスス ピー･ドアサブ
● デジタル 化 / ソフト化

:
'

} /
_

● L I L A I . t ■ L ■L L t

● I t 文寸ヒのスt
' -

F <が早い

｣ こ= L
● F 専の書 ■t が t わつできている

｣ = = し
● t 書ビジネス モ デ ルの書式 , tt 什 ビ
ス / サ ポ ー トd) しかたを* えなけれrt なら

恥
､

｣ こ= L

● ♯しくたえたところだけが生き毛tF る

｣ = 1-
● 常套もtl こたえるd) さ､ ?

｣ = コ ー

■ 1 如 ■をもとに■ える

● 噂Jt とマ ネウメン トC) t lヒ

● 人A! 0)7 f 皮と譜fE] ( 2 0 O 7 年)

● 1 ▲ 1
.
Q t i? L e
.

. L l r ▲

注 : IB C S の 来 正ulJ 氏 の 資料に 確遭がJ]Ll 筆 L たて

固 6-2

■ a [界 の市■奴( 水平統合化〕

● グロ …

●4 .
<

l ,

■ rL I 4

;書外 で a) 好弗生産

● L ●

-
r

l 札

i JL L T. L _
'
t

l lL

II 書 tt f l ､
ヽ L L 1

1

r (

コ ス ト色■

( ラ イフサ イ クル コ ス ト
･ ベース )

A t l t ■ ヽ ~.
i

る ア ク シ ョ ン をと る こ とが求め られる r
,
バ イ ヤ ー と サ プ ラ イヤ ー が直讃

ネ ッ ト で ビ ジネ スをする世界.
い わ ゆ る戦略的 パ

ー ト ナ ー

シ ッ プを構築

する こ とが e- 調達
･ 購買 の 世界で ある ｡ 品質 (Q ) , 価格 ( C ) . デ リ バ

リ ー 能力 ( D ) . 環境配慮 ( E) の 造り こ み とそのイ言用は調達の ため の最低

の 条件で ある G 加え て ト ラブ ル に対するまた は変化対応要求に対する柔

軟性が問われる こと に なる ｡ 技術力で 戦略的/ i
- ト ナ ー となるためには

新たな需要創出が[ti 来 る価値の ある素材や部品 / 技術の提供が できる こ

と
.
ビ ジネ ス をト ラ ン ス フ ォ ー ム で きる こ とが条件となる こと は言うま

で もな い o

戦略的 パ
ー トナ ー

シ ッ プ は . S o 且 ( S e r vi c e O ri e T lt e d A r c h i t e c t u r e )

と言う発想の もと で モ ジ ュ
ー ル 生産を要求して くるo モ ジ ュ

ー

ル 生産と

いうキ
ー

ワ
ー ドの もと で 多くの 企業が パ

ー ト ナ ー

シ ッ プを追求して活動

( 1 7 7)
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汁 : I B C S の 東正 刑氏 の 資料 に渡 過が加 筆 した｡

囲 6 -

3

す る ため に は S C M が 必要 にな っ て くる ｡ それを遅滞なく実行するた め

に部品表 ( B O M : Bill of M a t e ri al) の 位置 づけが重要になる .
= l実1 6 -3 の

よう に S C M の 技法を使 っ て e-B O M や M - B O M の ス ケ ジ ュ
ー 1) ン グを

間違 い なく実行すると い う課題の 解決をしなけれ ばならな い ｡

7 . ぁ わり に - lT S と S C M -

モ ジ ュ ー ル 生産と は.

｢
･ニ主■･製品ア ー

キ テ ク チ ャ の モ ジ ュ ー ル化 (製 n
u

n 開

発 に お ける モ ジ ュ
ー ル 化) .

(:? 4
_
:

_ 産
の モ ジ ュ ー ル 化 せ･企業間 シ ス テ ム の

モ ジ ュ ー

ル 化 ( 調達部品 の 集成化) が ある｣ と言われ て い る.: こ れ ら の

定義から止ると . 欧米 の完成車メ
ー

カ
ー

に と っ て の モ ジ ュ ー ル 化は , 完

成車メ
ー

カ
ー は サ プ ラ イ ヤ

ー

か ら
｢ よ り人きな部品の 固まり ( より集積

(1 7 8)
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ネ ッ トの 展 開 と I T S ( 111t C llig e ll l T r a rl S p O r t S y st e m s)

度の 高 い モ ジ ュ
ー ル) ｣ を調達し.

そ れ を組 み
.
i7_て る と

い う方法を取る こ

ととなる の で .

･

･享,
.
･の 調達部 n

u

n の 集成化に あた る｡
一

方 . Fl 本の 完成車メ
ー

カ
ー に と っ て の モ ジ ュ ー ル 化 と は.

｢ よ り大きな単位で の 開発の ア ウI .

ソ
ー

シ ン グ｣ で あり. モ ジ ュ ー ル 単位 ご と の 設計改善など, 開発段階の

ア ウ ト ソー シ ン グを行 っ て い るE; 各サ プ ライヤ
ー

は , よ F) 早 い段階か ら

開発部分に携わ る こと で . 開発力の 強化や開発期間の 短縮を行 い やすく,

大幅な コ ス ト削減や付加価値の創出を行うこ と に なる .
⊃
こ れ は･〔妻〕にあた

り . サ プ ライヤーは大き い 単位で の ア ウ ト ソ
ー

シ ン グを受けて い るため

に
. 製品構造をより大きな範囲で捉えるこ とがrP,来 る ため . 設計の 改善

を行う際に生産工程との 関係を以前よりも見極めやすく, 生産 工 程の 中

間レ ベ ル にお い て .
モ ジ ュ ー )I, 生 産を行うため の 大きなライ ンを導入す

る こととなる
■コ丁'

o

国 7-1

( 1 7 9 )
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2 0 04 年 I T S 世界会議 で 会長の 豊 田章
一

郎 は , 次 の よう に述 べ て い

る
〔2 8-

｡

｢
自動車交通は, 現代社会にお い て

,
交通 の 主役と し て 欠く こ と の 出来

な い役割を果た して おります｡ しか し
,

一

方 で は , 交通事故 , 渋i乱 環

境汚染. 化石燃料の大量消費な どの 問題が地球規模 で深刻化 して おり ,

人類共通の 重要課題と して , 抜本的な対応を迫 られ ておりますo こ れ ら

の 課題の 解決策と し て ,
コ ン ピ ュ ー タ

,
エ レ ク ト ロ ニ ク ス を活用し, 追

路交通と通信を連携させ た シ ス テ ム の研究開発が国際的に活発に な っ て

参りま した ｡
こ の 構想が

,
I n t ellig e n t T r a n s p o r t S y s t e m s (I T S) と呼ば

れ て い るもの で , 現在 の道路交通 シ ス テ ム に比 べ て .

"

安 全性 . 円滑性

快適性及び環境
"

の 面 で飛躍的に進歩 した シ ス テ ム が近 い 将来誕生 い た

します｡ I T S に は
,
数多くの シ ス テ ム の イ ン フ ラ

･

端末機の 構築 ･ 整備

を伴うの で , 巨大な マ ー ケ ッ トが 出現する こと は確実な見通しです｡ こ

の ような状況に対応 し, IT S の 早期実用化を促進するた めに
,
欧米で は

国家プ ロ ジ ェ ク トと して 巨額な予算を投入 し, 官界 ･ 産業界
･

学術関係

者 の 賢察な連携 の もと与L
l

活発な活動が展開さ1 l_ て おります ) さ ら にそ の

推進母体と して
,
欧州 で は E R T I C O , 米 国で は I T S - A m e ric a が こ こ数

年の 問に設立 され るに至りま した ｡ こ れ ら の こ と は I T S が将来の 道路

交通シス テ ム の 改革
･

改善 の鍵である ことを示 して い ると申せま し ょう｡

こ の ような緊急か つ , 重大な状況に対応するため に
,
日本 で も警察庁,

通商産業省, 運輸省, 郵政省 , お よ び建設省(1) の 全面的ご支援を受け,

9 4 年 1 月 に道路 ･ 交通 ･

車両イ ン テリ ジ ェ ン ト化推進協議会 ( V E R T IS

(2)) を発足させ ました ｡ 主 たる活動目的は ,
こ の 広範なI T S 分野 の 研究

開発 ･ 実用化の推進役と なる こと , 欧米各国と の情報交換 , さま ざまな

提言活動, お よび世界会議の 開催 です ｡ ｣

『
I T 政策 パ ッ ケ ー ジ - 2 00 5一世界最先端の I T 国家 の 実現 に向けて

-

( 29 1

』 は , I T S に関 して 次の よう に述 べ , I T S に 関す る政策が各省庁を

(180)
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ネ ッ トの 展開と I T S (I n tel王i g e n t T r a n s p o rt S y s t e m s)

横 断したもの で ある こ とを示唆して い る｡

｢
移動

･

交通 の利便性 と安全性の 向上

1 ) I T S の 高度化 に向けた取り組み (警察庁, 総務省, 経済産業省, 国

土交通省)

- - -

略
- -

2 ) 障害者や 高齢者等の 安全で 円滑な移動支援 (警察庁, 総務省 , 厚

生労働省, 経済産業省 , 国土交通省)

= ･ -

略
- - ･

3 ) e - P a s s p o r t の 推進 ( 内閣官房, 警察庁, 法務省,
外務省, 財務省 ,

経済産業省, 国土交通省)

- -

略
- - -

4 ) 安全か つ 効率的な国際海上 コ ン テ ナ物流の 実現 ( 国土交通省及び

関係府省)

- - ･ ･

略
- - -

｣

u-J a p a n 政策 の 中 で ,
I T S をめ ぐる動きは ,

企業間の 物流を変えるだ

けで なく , 自動車部品の 概念をも大きく変化させ る｡ 最近 の イ ンタ
ー

ネ ッ トを め ぐる動 き で W e b 2 .0 の 代表 の よう に 言わ れ て い る A j a x

( A sy n c h ro n o u s J a v a S c ri p t + X M L) に 関し て は ,
そ れを利用 した ビ ジ

ネス
･

モ デ ル に最大の 注目をしなければな らな い ｡ ブ ラ ウザ
ー 上 の共過

規格が プラ ッ ト フ ォ
ー

ム と して の 地位を占め る技術を用 い たビ ジネス
･

モ デ ル は ,
ソ フ ト業界の 戦略を大きく変化させ るだけでなく, 部品開通

信技術や 車車 間通信技術 及び車と 道路施設館の 通信技術の 発展 が モ

ジ ュ ー

ル 部品 の 内容を変化させ , 産業 の構造と機能を大きく変化 させ る

可能性を含ん で い る｡ こ の ような新機能創出の動きに組み込まれ る中小

企業の 業種転換
･

第 2 創業に向けた施策が ,
地域産業活性化の ため に は

必要と なる ｡

国の 政策を地方にブ レ
ー ク ダ ウ ンする場合, 地方で は最先端の 科学技

(181)
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術の 取り込みが大きく遅れる場合が ある ｡ 例えば
,
三重県の場合, 燃料

電池の 問題は産 ･ 官 ･ 学 で の共同研究が進んで い るが
,
u-J a p a n 政策 の 中

で の 新し い 部品を生産して いく裾野の広 い 中小企業に関する施策は, 確

か なも の が構築 さ れ て い る と は言 い 難 い ｡ 高 速 ブ ロ
ー ド バ ン ドを

C A T V に 求め た施策は , 技術 の 進歩 に取り残され情報先進県で はなく

な っ て い る｡ こ の ような地方自治体は, かなりの 数に の ぼ る の も事実で

ある ｡
こ こ に如何なる施策を付加する提案が で きるか否かが社会科学の

価値を決めて いく こ とに なる｡

注

(1) 黒岩恵氏 は, C O M A (中部経営情報化協会) で 筆者がI T S の パ ネル デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン を開催 した と き .
こ の 図 を示 さ れ た ｡ こ れ に関 す る

一

連 の 厚= よ ~卜記 の

H P 上 にあ る｡

h ttp :/ / w w w . e c o m .j p /j e d i c / tr e n d / a c ti o n / e bf o r u m 2 0 0 1 / p p t/1 e c l- p d f .p d f

( 2) 機能と構造 に分解 して 理解す る こ と は重要 で あ る｡ コ -

ジ ン グ は
『
マ ル ク ス 主

義哲学』 の 中で 同様 な こ と を指摘 して い る｡

(3 〕 ? n n.F3 宜 I l 目I F] の
『
日 経 帝 業 新 聞 n は 新 ス マ イ ル カ ー ブ の 辞 去 右 規 蔀 † で い

る o 素材と コ ン テ ン ツ が付 け加わ っ て い る ｡

(4) 製 品開発か ら生 産 ま で の 揺 れ は 以 下 の と おり で あ る｡ こ の 流 れ を シ ー ム レ ス

にす ばやく行う必要がある｡

亡
-
.

. .

i

l
r
j t+ i

千
F = l

(18 2)
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セ ン サーネ ッ トの 展開 と 工T S (Ir) しe lli g c n t T r a n sp u l･l S〉
,

s t e m s)

1 5 ) ~一人生 産 方式で 有名な 州干1 日登 志 は .
≡塵 県が摘 僻 した の 淋寅で ｢ ト ヨ タ 生 産

b
'

式 は 他 の メ
ー

カ ーに は 定着し な か っ た o 他の メ - カ ー は ト ヨ タ tl-:
.
座 方式 よ り

41
_
産性向上 を機械 化で 解決 した｡ 機械化は. 組み 替え にl耶11 カくかか る⊂. 作

りす ぎ

の 在韓 の 問題 が 絶 えず つ き ま と う〔 大-l▲3_: 生 産 方式
の 改 革 の 研 究の 必 紫牲が 出 て

く る｣ と トヨ タ 生 産 方式 を発展 させ る 時 の 特徴を述 べ て い る .

1

.
6 :･ 3 次元 C A D の コ

･ ビ ュ ー

イ ン グ額fJf が重 要 な 役割 を持 つ o

コ
･

ビ ュ
ー

イ ン グ して 作業が で き る ため に は . 租 綴 は ネ
･

7 ト ワ ー ク TF
l空で な けれ

ば なら な い 〔

⇒♯
(7) L~デ ル の 革命』 で デ ル は . 次 の よ う に 述 べ て い る ,

デ ル の 基本 は ｢ 約 束 は控え め に 実行 はた っ ぶ r) と い う 前提 で あ る .-. 在韓 の 管

理が 巧み で あ っ た ｡ そ1 いこよ っ て よ り迅 速 なサ ー ビ ス が実 現 し . 顧 客の 負 担 も~更

に軽 くす る こ と が 可 能 に な っ た (
bl デ ル の 革命｡i p . 58 ペ

- ジl ｣ と い う マ イ ケ ル ･

デ ル の 言葉は 重 要で あ る(. そ こ で は .

｢ 在 尉J: 店頭 の レ タ ス と同 じく ら い の 期 間

しか もた な い (『デ ル の 革命｣l p . 5 9 ) ｣ と い う認識 の もと に ,
よ り 多 い 付加 価情 を

Jt みttl す た めの 技法が 開発 さ れ て い る L.
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論 説

(8 ) 1 T 蛍培略本 部と は .
正 式名称 を ｢ 高1安倍頼通信 木 ッ ト ワ ー ク 社 会推 進戦 略本部｣

と い い
,
内閣 に 設 置 され て い る .

〕 日 本の I T 政 策の 舵取 r) や 典 体化 にrl1
' 心 的 な 役

割を担う 観織で す ｡ 2 0 0 0 年11 月 に成 立 ,
2 0 0 1 年 1 月 に 施行 さ れ た ｢ 高度情報通

信 ネ
･

/ ト ワ
ー ク 社会形成 基 本法 (I T 並 本 法) ｣ に基 づ い て . 2 0 0 1 年1 月 に I T 戦

略本部は . 発足 L [= o

(9 I h t t p :/ / w w w . s o し】m u .g O .j p / s- n e w s /2 0 0 4 / p df/ 0 4 1 2 17_
7
_
b t2
ー
03
.p
d f

(10) h t t p :/ / 帆
r

W W.k a n t ei,g o .j p/j p / s
i n gj/it 2/ d a 13 1 /3 1 sj r y o u 3 .p df

(1 r) I P v 6 (7) ア ドレ ス の 構造

｣ P 嘘 Z r: レス4) 例

r 叩 7 r レス q ) 打il)
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P : W i d e U ni v .
( イ ン タ

ー

ネ ヮ ト時 代の セ キ ュ T) テ ィ 管理 第1 0 回)

(1 2) 顧 済産 業省 『情報綻 済 ･ 産某 ビ ジ ョ ン に つ い て』

( h ttp:/ / w w w.
k a n一ei.g

o
.ip
/j p / si n gi/it2 / 血i3 1 /3 1 sir y o u 4ー

2
. p
df)

(13) h ttp:/ / w w w . m e ti .g o .jp / c () Ill m it t e e / m at e ri al s/ g 50 1 3 1 aj
'

.h t m l

こ の 雅一
'

E一斉の 中 で
｢ 米EE) で はI T を活用 し つ つ , 闇1 客の 安宅引こ迅 速 に 応 える

F
軽

骨 の 全 体妓適化』 に 経 営 層 卜
L

y プが イ ニ シ ア テ ィ ブ を発 排 した｡ わが 国 で は F吉β

L

h Ll･l-適の 積み 屯 ねJ か ら脱 却 しき れず. r T と経 営 戦略 の 効果的 な連携. 径 常 の 全

体1
r l

[ t 逝か の 観点か らは 劣後 に｣ ( 12 ペ
ー

ジ) と い う記述が ある 〔,

(l ･1) ht I p:/ / w w w . m e ti ,g u .J
L
p / p oiic y /i L p olic y / c o m n .it t e e / s u m m a r y /ip c O O OO O O 4/

(15
■

･ こ の 報･PTL- 凸に関し て ば . 以~F の II P を参照 ｡

h tT p:/ / w w w ,
m e ti .g o ,]
L
p / p olic y /i L p olic y / c L 7 m mi tt c e / s u ロ1 m a r y /ip c O O O O O O 5/

(16) 残念 な こ と は .
e- デ モ 会議室 で 吾き 込 ま れた も の を . 講義 を利 用 し て 議論 しよ

う と した が . 評議･I . 侮 を含 む 所持日記
'1 峠 什 で と り やめ に な r) . あ ま り議論が 深 め

ら れ なか っ た こ と で あ る J
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セ ン サ
ー

ネ ッ トの 展 開と IT S (I n teIIi g e n t T r a n s p o rt S y s t e m s)

(17) 三 重 県の e- デ モ 会議室も, 閉鎖 され た まま 停止 状態で あ る｡ ｢ e- デ モ 会議室 事

務局で す: , 先F-† e- デ モ 会議室 を運 営 し て い るサ
ー バ ー

が 何者か に よ り不 正 に ア

ク セ ス さ れ た こ と が 判明 し ま した ｡ 現 在 , 原 田 の 調査 をお こ な っ て お り e- デ モ

会議室の サ イ トを停止 して い ます｣ と い う説明が あ っ て 硯 在, 復旧 の め どが た っ

て い な い ｡ こ の よう に フ ォ ル ト ･

トレ ラ ン ス の コ ン セ プ トを行政 が持 たず に何ら

手 を打 て な い の は , 情 報先進県 を標検 して い た 二重県の 施策と し て は疑問が あ

る
｡

藤沢 市, 岐阜県等も会議室 で 成功 して い る と は 言い が たい o

各地 方自治体の 行政 監 査報告書は , 以 下 の H P を参照 され た い ｡

h ttp :/ / w w w .g e o ci ti e s .j p/j o h o_
t ri a n gl e / h y o k a .h t m l

(18) e- D e m o と 言わ れ る 書き 込 み サ イ トが 公 式 H P の 中に あ るo 筆者 も ー 時期 e-

D e m o の エ デ ィ タ
ー

を や っ て い た が
,
こ の サ イ トは

, 書き 込 み 数も少 なく失敗 で

あ っ た と 判断せ ざ る を得 な い ｡ e- D e m o の ⅢP は .
2 0 0 5 年8 月現 在,

｢
e- デ モ 会議

室 事務局 で す (, 先 日 e- デ モ 会議室 を運 営 して い る サ
ー バ ー

が 何者か に よ り不 正

に ア ク セ ス さ れ た こ と が 判明 しま した｡ 現 在 , 原 因の 調査 をお こ な っ て お り e-

デ モ 会議室 の サ イ ト を停止 して い ま す｡ なお . 今I.･1 の 不正 ア ク セ ス は い わ ゆ る

フ ィ ッ シ ン グ詐欺の 踏台と して 利用 しようと した もの で あり, 皆さ ま の 個 人情報

に ア ク セ ス し た形 跡は 残 っ て お り ませ んが , 漏洩の 可 能性も否定 しき れ な い た

め
, 万

一 個 人情報 の 漏洩 と思 わ れ る ような事態が あり ま した ら , 至急 e- デモ 会議

室事務局ま で お知 らせ 下 さ い ます ようよ ろ しくお 願 い しま す｡ ｣ と い う記述 の よ

う に, 2 0 05 年7 月 27 日 か ら停止 して い る ｡ また , 私の 担当 した ｢ 産 業政 策 を核

と した 地 域 づ く り｣ な るサ イ トの 20 0 3 年度の 総 括は
, 県の 公 式 Ⅲp と三 重大 学渡

達研究室の H P の 中に あ る｡

(19) 三 重 県監 査委員会 『行政 監 査 (評価) 結果報告書』 -

基 本事業の 評価結果 -

及

び行政監 査 ( 評価) 結 果報告書 - 評価方式によ る 行政 監 査結果と意見 -

@ 0) h ttp :/ / w w w .p r e f .o k a y a m a .j p / s o m u / g y o k a k u / s e s a k u /ji g y o h y ok a / 2 00 4 /

ji g y o h y o k a .h t m を参照 ｡

(21) エ ビ キ タ ス ネ ッ ト社 会の 実現 に 向けた 政 策懇談会の ｢ u-J A P A N 政 策の 骨+ ｣

は
, 総務省の 以 下 の ⅢP を参照 の こ と ｡

h tt p :/ / w w w ･ s o u m u .g o .j p / s- n e w s / 20 0 4 / p df/ 0 4 1 21 7 } _
b tl .p d f

(22) h tt p:/ / w w w .t e cI S e r V . C O .j p /

㈱ ト ヨ タ テ ク ノ サ
ー

ビ ス で は
,
ト ヨ タ と の 関係 を以~卜の よ うに 図示 して い る ｡
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L/tT ,

L ･!

c u) 7 - サー ･ D
･

リ ト ル の シ ニ ア ア ド バ イザ
ー

の 小 久保 世郎 は .

｢
デ フ ァ ク トス タ

ン ダ ー ド｣ なる II P で L I N と C A N に つ い て分 析し て い る ()

( h t tp :/ / w w w . r a n d d m a ∫1 a g C m e n t.c o n / c_
d ef a e t/ d e
_
i n d e x ･h t m )

即 h tt p :/ / w w w .
r a n d d m a n a g e m c n t･⊂o m / c_

d e fa c t/ d e
_
0 3 41
h l m

t25) オ ン デ マ ン ド緯 常 に関 し て は ,
以 下 の H P を参照 の こ と .〕

http :/ / w w w - 6.ib m .c o m /j p / m a n uE a c t u ri n g / C ol u m n /

t261 h u p :/ / w w w - 6 .ib m. c o m /j p / m a
n u f a c t u r in g / c oL u m n / 2 0 0 5 0 6 2 0/ l lh l m l

cm 開発金 融 研 究 所報
｢
口 系自動 車サ プ ラ イ ヤ ー の

'

J

i

L; 成者 メ
ー カ ー と の 部 品収引か

らみ た今後の 展望｣ を参 軌 こ の 論文 は . 以 卜の H P 上 にあ る =･

bj c
. g
o .j p /j a p a n e s e / r e s e a r L

･

h / r e p o rt/ r e vi e w / p dL / 1 5_
0 3.p d f

G郵 h ttp :/ / w w w .it s-j p. o r g/ o u tlill e
/ill d c ェ ,

h i m

伽) h ttp :/ / w w w.
1くa n l ei g o J

'

p /j p / si n gュ/it2 / k e tt ei/ 0 5 02 2 4 / 0 5 0 2 2 ･1 p a c ･h t m l
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